
JP 2000-192975 A5 2006.1.26

【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ５ 部 門 第 ２ 区 分
【 発 行 日 】 平 成 18年 1月 26日 (2006.1.26)
　
【 公 開 番 号 】 特 開 2000-192975(P2000-192975A)
【 公 開 日 】 平 成 12年 7月 11日 (2000.7.11)
【 出 願 番 号 】 特 願 平 10-374441
【 国 際 特 許 分 類 】
                        Ｆ １ ６ ＣＦ １ ６ ＣＦ １ ６ ＣＦ １ ６ ＣＦ １ ６ ＣＦ １ ６ ＣＦ １ ６ ＣＦ １ ６ Ｃ   33/76     (2006.01)  33/76     (2006.01)  33/76     (2006.01)  33/76     (2006.01)  33/76     (2006.01)  33/76     (2006.01)  33/76     (2006.01)  33/76     (2006.01)
                        Ｆ １ ６ ＣＦ １ ６ ＣＦ １ ６ ＣＦ １ ６ ＣＦ １ ６ ＣＦ １ ６ ＣＦ １ ６ ＣＦ １ ６ Ｃ   33/78     (2006.01)  33/78     (2006.01)  33/78     (2006.01)  33/78     (2006.01)  33/78     (2006.01)  33/78     (2006.01)  33/78     (2006.01)  33/78     (2006.01)
【 Ｆ Ｉ 】
   Ｆ １ ６ Ｃ   33/76          Ａ
   Ｆ １ ６ Ｃ   33/78          Ｚ
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 12月 1日 (2005.12.1)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 内 周 面 の 中 間 部 に 外 輪 軌 道 を 、 少 な く と も 一 端 部 に 係 止 溝 を 、 そ れ ぞ
れ 全 周 に 亙 っ て 形 成 し た 外 輪 と 、 外 周 面 の 中 間 部 に 内 輪 軌 道 を 全 周 に 亙 っ て 形 成 し た 内 輪
と 、 上 記 外 輪 軌 道 と 内 輪 軌 道 と の 間 に 転 動 自 在 に 設 け た 複 数 個 の 玉 と 、 円 輪 状 に 造 ら れ て
そ の 外 周 縁 部 を 上 記 係 止 溝 に 、 全 周 に 亙 っ て 係 止 し た 密 封 板 と を 備 え 、 高 清 浄 空 間 内 に 設
置 し た 状 態 で 使 用 す る 高 清 浄 空 間 用 密 封 板 付 玉 軸 受 に 於 い て 、 こ の 密 封 板 は 、 円 輪 状 の 金
属 板 と 、 こ の 金 属 板 の 少 な く と も 外 径 側 部 分 の 両 面 を 全 周 に 亙 っ て 被 覆 す る と 共 に 、 全 周
に 亙 っ て こ の 金 属 板 の 外 周 縁 部 よ り も 直 径 方 向 外 方 に 突 出 し た 弾 性 材 と か ら 成 る も の で あ
り 、 こ の 金 属 板 の 一 部 で こ の 弾 性 材 に よ り 被 覆 さ れ る 部 分 に は 、 こ の 金 属 板 の 両 面 同 士 を
連 通 さ せ る 多 数 の 小 円 孔 を 、 全 周 に 亙 っ て ほ ぼ 均 一 に 形 成 し て お り 、 上 記 弾 性 材 の う ち で
上 記 金 属 板 の 外 径 側 部 分 の 両 面 に 被 覆 し た 部 分 は 、 上 記 各 小 円 孔 を 通 じ て 、 互 い に 結 合 し
て い る 事 を 特 徴 と す る 高 清 浄 空 間 用 密 封 板 付 玉 軸 受 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 実 公 昭 ３ １ － ４ ３ ０ ６ 号 公 報 、 同 号 公 報 に は 、 金 属 板 と 弾 性 材 と
か ら 成 る 密 封 板 で 、 金 属 板 の 一 部 に 形 成 し た 通 孔 の 一 部 に 弾 性 材 を 入 り 込 ま せ た 構 造 が 記
載 さ れ て い る 。 但 し 、 こ れ ら 各 公 報 に 記 載 さ れ て い る 密 封 板 は 、 金 属 板 自 体 の 弾 性 を 利 用
し て 外 輪 に 装 着 す る 構 造 （ 実 公 昭 ３ １ － ４ ３ ０ ６ 号 公 報 ） で あ っ た り 、 或 は 通 孔 の 存 在 に
基 づ き 弾 性 材 の 変 形 量 を 確 保 す る 構 造 （ 実 公 昭 号 公 報 ） で あ る 為 、
Ｈ Ｄ Ｄ 用 の 小 型 の 玉 軸 受 に 実 施 す る 事 は 難 し い 。
　 本 発 明 の 高 清 浄 空 間 用 密 封 板 付 玉 軸 受 は 、 上 述 の 様 な 問 題 を 何 れ も 解 消 す べ く 考 え た も
の で あ る 。

高 清 浄 空 間 は ハ ー ド デ ィ ス ク ド ラ イ ブ の 内 部 空 間 で あ り 、 玉 軸 受 が ミ
ニ ア チ ュ ア ベ ア リ ン グ で あ り 、 弾 性 材 が 金 属 板 に 、 接 着 剤 を 使 用 す る 事 な く 結 合 さ れ て い
る 、 請 求 項 １ に 記 載 し た 高 清 浄 空 間 用 密 封 板 付 玉 軸 受 。

３ ７ － ２ ３ ２ ２ ３ ～ ４

３ ７ － ２ ３ ２ ２ ３ ～ ４



【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ ６ 】
　 　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 本 発 明 の 高 清 浄 空 間 用 密 封 板 付 玉 軸 受 は 、 従 来 か ら 知 ら れ て い る 密 封 板 付 玉 軸 受 と 同 様
に 、 内 周 面 の 中 間 部 に 外 輪 軌 道 を 、 少 な く と も 一 端 部 に 係 止 溝 を 、 そ れ ぞ れ 全 周 に 亙 っ て
形 成 し た 外 輪 と 、 外 周 面 の 中 間 部 に 内 輪 軌 道 を 全 周 に 亙 っ て 形 成 し た 内 輪 と 、 上 記 外 輪 軌
道 と 内 輪 軌 道 と の 間 に 転 動 自 在 に 設 け た 複 数 個 の 玉 と 、 円 輪 状 に 造 ら れ て そ の 外 周 縁 部 を
上 記 係 止 溝 に 、 全 周 に 亙 っ て 係 止 し た 密 封 板 と を 備 え 、

高 清 浄 空 間 内 に 設 置 し た 状 態 で 使 用 す る 。
　 特 に 、 本 発 明 の 高 清 浄 空 間 用 密 封 板 付 玉 軸 受 に 於 い て は 、 上 記 密 封 板 は 、 円 輪 状 の 金 属
板 と 、 こ の 金 属 板 の 少 な く と も 外 径 側 部 分 の 両 面 を 全 周 に 亙 っ て 被 覆 す る と 共 に 、 全 周 に
亙 っ て こ の 金 属 板 の 外 周 縁 部 よ り も 直 径 方 向 外 方 に 突 出 し た 弾 性 材 と か ら 成 る 。 そ し て 、
こ の 金 属 板 の 一 部 で こ の 弾 性 材 に よ り 被 覆 さ れ る 部 分 に は 、 こ の 金 属 板 の 両 面 同 士 を 連 通
さ せ る 多 数 の 小 円 孔 を 、 全 周 に 亙 っ て ほ ぼ 均 一 に 形 成 し て お り 、 上 記 弾 性 材 の う ち で 上 記
金 属 板 の 外 径 側 部 分 の 両 面 に 被 覆 し た 部 分 は 、 上 記 各 小 円 孔 を 通 じ て 、 互 い に 結 合 し て い
る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ ７ 】
　 　 【 作 用 】
　 上 述 の 様 に 構 成 す る 本 発 明 の 高 清 浄 空 間 用 密 封 板 付 玉 軸 受 は 、 弾 性 材 を 成 形 す る 際 に 、
こ の 弾 性 材 の 一 部 が 多 数 の 小 円 孔 に 入 り 込 む 事 に よ り 、 こ の 弾 性 材 と 金 属 板 と が 一 体 的 に
結 合 さ れ る 。 従 っ て 、 こ れ ら 金 属 板 と 弾 性 材 と を 結 合 す る 為 に 接 着 剤 を 使 用 す る 必 要 が な
く 、 接 着 剤 か ら 生 じ る 化 学 成 分 に 基 づ く 、 清 浄
空 間 の 汚 染 を 防 止 で き る 。 又 、 上 記 金 属 板 の 内 外 両 周 縁 部 に 生 じ る バ リ は 、 上 記 弾 性 材 の
成 形 作 業 に 先 立 っ て 、 タ ン ブ ラ ー 加 工 等 に よ り 容 易 且 つ 確 実 に 除 去 で き る 。 更 に 、 密 封 板
の 外 周 縁 を 外 輪 内 周 面 に 形 成 し た 係 止 溝 に 係 止 す る 作 業 は 、 上 記 弾 性 材 の 外 周 縁 部 を こ の
係 止 溝 に 係 合 さ せ る 事 に よ り 行 な え る 。 従 っ て 、 小 型 の 玉 軸 受 に 小 径 の 密 封 板 を 装 着 す る
事 も 、 容 易 に 行 な え る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 特 に 、 本 発 明 の 高 清 浄 空 間 用 密 封 板 付 玉 軸 受 を 構 成 す る 上 記 各 密 封 板 ６ 、 ６ は 、 円 輪 状
の 金 属 板 １ ４ と 、 こ の 金 属 板 １ ４ の 外 径 側 半 部 の 両 面 を 全 周 に 亙 っ て 被 覆 す る 弾 性 材 １ ５
と か ら 成 る 。 こ の 弾 性 材 １ ５ の 外 径 側 部 分 は 、 全 周 に 亙 っ て 上 記 金 属 板 １ ４ の 外 周 縁 よ り
も 直 径 方 向 外 方 に 突 出 し て い る 。 そ し て 、 こ の 金 属 板 １ ４ の 一 部 で 上 記 弾 性 材 １ ５ に よ り
被 覆 さ れ る 部 分 、 即 ち 、 こ の 金 属 板 の 外 径 寄 り 部 分 に は 、 こ の 金 属 板 １ ４ の 両 面 同 士
を 連 通 さ せ る 多 数 の 小 円 孔 １ ６ 、 １ ６ を 、 全 周 に 亙 っ て 均 一 に 形 成 し て い る 。 そ し て 、 上
記 弾 性 材 １ ５ の う ち で 上 記 金 属 板 １ ４ の 外 径 側 部 分 の 両 面 に 被 覆 し た 部 分 は 、 上 記 各 小 円
孔 １ ６ 、 １ ６ を 通 じ て 、 互 い に 結 合 し て い る 。
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【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ １ ７ 】
　 　 【 発 明 の 効 果 】
　 本 発 明 は 、 以 上 に 述 べ た 通 り 構 成 さ れ 作 用 す る の で 、 低 コ ス ト で 、 し か も

清 浄 空 間 を 汚 染 す る 事 の な い 高 清 浄 空 間 用 密 封 板 付 玉 軸 受 を
実 現 で き る 。 そ し て 、 Ｈ Ｄ Ｄ 等 の 各 種 精 密 機 器 の 信 頼 性 及 び 耐 久 性 の 向 上 に 寄 与 し て 、 こ
の 様 な 精 密 機 器 の 性 能 向 上 を 可 能 に す る 。
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